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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第100期

第１四半期連結
累計(会計)期間

第101期
第１四半期連結
累計(会計)期間

第100期

会計期間
自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日

自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日

自　平成20年４月１日
至　平成21年３月31日

売上高 (百万円) 92,277 82,190 416,358

経常利益 (百万円) 5,549 3,711 24,422

四半期(当期)純利益 (百万円) 2,910 2,099 12,474

純資産額 (百万円) 91,343 91,788 89,575

総資産額 (百万円) 313,249 302,096 299,007

１株当たり純資産額 (円) 279.36 289.51 282.83

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 9.11 6.76 39.45

潜在株式調整後１株当たり四半期
(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 28.5 29.8 29.4

営業活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △6,984 △1,690 18,703

投資活動によるキャッシュ・フロー (百万円) △4,038 △1,945 △16,666

財務活動によるキャッシュ・フロー (百万円) 8,635 2,050 △1,724

現金及び現金同等物の四半期末
(期末)残高

(百万円) 18,824 18,854 20,047

従業員数 (名) 26,834 26,254 26,377

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

３. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。
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２ 【事業の内容】

当第１四半期連結会計期間において、当社グループが営む事業内容について重要な変更はありません。ま

た、主要な関係会社に異動はありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第１四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

                                                     平成21年６月30日現在

従業員数(名) 26,254

(注)　従業員数は、当社連結グループからグループ外への出向者を除き、グループ外から当社連結グループへの出向者を

含む就業人員であります。

なお、臨時従業員数につきましては、従業員の総数の100分の10未満であるため記載を省略しております。　

　

(2) 提出会社の状況

                                                     平成21年６月30日現在

従業員数(名) 10,026

(注)　従業員数は、当社から他社への出向者を除き、他社から当社への出向者を含む就業人員であります。

なお、臨時従業員数につきましては、従業員数の100分の10未満であるため記載を省略しております。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

当社連結グループが営んでおります事業では生産実績を定義することは困難であるため、「生産の状

況」は記載しておりません。

　

(1) 受注実績

当第１四半期連結会計期間における受注実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別
セグメントの名称

受注高
(百万円)

前年同四半期比
（％）

受注残高
(百万円)

前年同四半期比
（％）

物流事業 43,627 △27.3 270 △28.8

機工事業 40,480 △23.5 72,141 △10.0

その他事業 4,327 3.1 4,380 △10.2

合計 88,436 △24.5 76,792 △10.1

(注)　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(2) 売上実績

当第１四半期連結会計期間における売上実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりで

あります。
　

事業の種類別セグメントの名称 売上高(百万円) 前年同四半期比（％）

物流事業 43,741 △26.8

機工事業 34,301 ＋21.5

その他事業 4,146 △2.6

合計 82,190 △10.9

(注) １. 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２. 当社連結グループ事業では、「販売実績」という定義は実態にそぐわないため、各事業の売上実績を記載して

おります。

３. 主な相手先別の売上実績の総売上実績に対する割合

　

相手先

前第１四半期連結会計期間 当第１四半期連結会計期間

売上高(百万円) 割合(％) 売上高(百万円) 割合(％)

新日本製鐵㈱ 11,458 12.4 15,058 18.3

　

２ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。
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３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 経営成績の分析

当第１四半期連結会計期間におけるわが国経済は、景気下げ止まりの兆しがあるものの、前年後半から

続く世界経済の大幅な減退から回復するに至っておらず、企業収益や雇用情勢の悪化、設備投資の減少な

ど非常に厳しい状況が続きました。

このような状況下、当社連結グループにおいては、物流分野では、中国を中心としたコンテナをはじめ

とする輸出入貨物の取扱いの減少など景気後退の影響を強く受けたこと、ならびに航空貨物事業の分社

化の影響があったこと、また主要なお客様であります鉄鋼、石油・石化関連分野での減産の影響で構内作

業が減少となったことにより、非常に厳しい事業環境となりました。一方、機工分野では、大型設備工事の

完成の増加などにより堅調に推移しました。

この結果、当第１四半期連結会計期間における売上高は821億90百万円と前年同四半期比10.9％の減収

となりました。また、利益面においては営業利益が36億46百万円と32.2％、経常利益は37億11百万円と

33.1％、四半期純利益は20億99百万円と27.9％のいずれも減益となりました。

　

セグメント別の状況は次のとおりであります。

a. 物流事業

港湾物流は中国船社の経営破綻や景気後退の影響によりコンテナ取扱量が大幅に減少となっており

ます。国際物流は前期の航空貨物事業の新会社設立による分社化、中国を中心とした輸出入貨物の取扱

量の減少、海外プラント輸送案件の端境期等により減少となっております。鉄鋼、石油・石化関連のお

客様工場構内作業は減産により取扱量が大幅に減少となっております。売上高は437億41百万円と前年

同四半期比26.8％の減収、営業利益は２億54百万円と89.2％の減益となりました。

なお、当第１四半期連結会計期間の売上高に占める割合は53.2％であります。

　

b. 機工事業

石油・石化関連の保全工事（大型定期修理工事：ＳＤＭ）は前年横ばいで堅調となりました。鉄鋼

関連では高炉改修などの大型設備工事の完工があり順調な滑り出しとなりましたが、構内の保全作業

においては、減産や予算削減等の影響を受け減少となっております。今年度から工事進行基準を適用し

ております。売上高は343億１百万円と前年同四半期比21.5％の増収、営業利益は33億88百万円と

24.6％の増益となりました。

なお、当第１四半期連結会計期間の売上高に占める割合は41.7％であります。

　

c. その他事業

工事進行基準による増収はあるものの、システム開発案件の減少や不採算工事により収益性は低下

しております。売上高は41億46百万円と前年同四半期比2.6％の減収、営業利益は40百万円と82.8％の

減益となりました。

なお、当第１四半期連結会計期間の売上高に占める割合は5.1％であります。
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(2) 財政状態の分析

a. 流動資産

当第１四半期連結会計期間末における流動資産は1,437億１百万円であり、前連結会計年度末に比べ

４億77百万円（0.3％）増加しました。主な要因は、受取手形及び売掛金の回収による減少、仕掛工事の

増加による未成作業支出金の増加等の差によるものです。

　

b. 固定資産

当第１四半期連結会計期間末における固定資産は1,583億94百万円であり、前連結会計年度末に比べ

26億11百万円（1.7％）増加しました。主な要因は、有形固定資産のその他（リース資産等）の増加や

当第１四半期連結会計期間末における時価評価による投資有価証券の増加等によるものです。

　

c. 流動負債

当第１四半期連結会計期間末における流動負債は1,238億95百万円であり、前連結会計年度末に比べ

24億84百万円（2.0％）増加しました。主な要因は、賞与、税金資金等の対応によるコマーシャル・ペー

パーでの調達や仕掛工事の増加による未成作業受入金の増加等によるものです。

　

d. 固定負債

当第１四半期連結会計期間末における固定負債は864億12百万円であり、前連結会計年度末に比べ16

億８百万円（1.8％）減少しました。主な要因は、長期借入金の減少等によるものです。

　

e. 純資産

当第１四半期連結会計期間末における純資産の部は917億88百万円であり、前連結会計年度末に比べ

22億13百万円（2.5％）増加しました。主な要因は、利益剰余金の減少、その他有価証券評価差額金の増

加、為替換算調整勘定の増加等の差によるものです。その結果、当第１四半期連結会計期間末の自己資

本比率は、前連結会計年度末を0.4ポイント上回る29.8％となっております。　

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第１四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前連結会計年度

末に比べ11億93百万円減少し、188億54百万円となりました。

　

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当第１四半期連結会計期間における営業活動による資金の減少額は、16億90百万円となり、前年同四半

期と比べ52億94百万円減少しました。これは主に、未成作業支出金の減少や、売上債権の回収による資金

の増加によるものです。

　

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当第１四半期連結会計期間における投資活動による資金の減少額は、19億45百万円となり、前年同四半

期と比べ20億93百万円減少しました。これは主に有形固定資産の取得による支出が減少したことによる

ものです。

　

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当第１四半期連結会計期間における財務活動による資金の増加額は、20億50百万円となり、前年同四半

期と比べ65億84百万円減少しました。これは主に、短期借入金による調達が減少したことによるもので

す。
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(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結会計期間において、当社連結グループが対処すべき課題について、重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

　

(5) 研究開発活動

特記すべき事項はありません。
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第３【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

　当第１四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第１四半期連結会計期間において、前連結会計年度末に計画中であった重要な設備の新設、除却等

について、重要な変更並びに重要な設備計画の完了はありません。

また、当第１四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 1,000,000,000

計 1,000,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成21年６月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成21年８月13日)

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 326,078,030326,078,030
東京証券取引所
（市場第一部）
福岡証券取引所

単元株式数は、1,000株で
あります。

計 326,078,030326,078,030― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(千株)

発行済株式
総数残高
(千株)

資本金増減額
(百万円)

資本金残高
(百万円)

資本準備金
増減額
(百万円)

資本準備金
残高
(百万円)

平成21年４月１日
　～平成21年６月30日

― 326,078 ― 28,619 ― 11,943

　

(5) 【大株主の状況】

当第１四半期会計期間において、住友信託銀行株式会社から平成21年４月22日付で提出された大量保

有報告書の変更報告書(No.13)により平成21年４月15日現在で以下の株式を所有している旨の報告を受

けておりますが、当社として当第１四半期会計期間末における当該法人名義の実質所有株式数の確認が

できておりません。

なお、大量保有報告書の内容は以下のとおりであります。

　

氏名又は名称 住所
保有株券等の数
(千株)

株券等保有割合
(％)

住友信託銀行株式会社 大阪市中央区北浜四丁目５番33号 19,426 5.96
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できず、記

載することができませんので、直前の基準日である平成21年３月31日の株主名簿により記載しておりま

す。

　

① 【発行済株式】

平成21年３月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)

（自己保有株式）
― ―

普通株式     14,878,000

（相互保有株式）
― ―

普通株式 　　1,836,000

完全議決権株式(その他) 普通株式　 305,945,000305,945 ―

単元未満株式 普通株式　   3,419,030 ― 一単元（1,000株）未満の株式

発行済株式総数 326,078,030 ― ―

総株主の議決権 ― 305,945 ―

(注) １. 「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株（議決権２個）含

まれております。

２. 「単元未満株式」欄には、自己保有株式及び相互保有株式が次のとおり含まれております。

　当社　　　　　　　　　595株

　山九重機工㈱　　　　　106株

　

② 【自己株式等】

平成21年３月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式） 　 　 　 　 　

当社
北九州市門司区港町
６－７

14,878,000 ― 14,878,0004.56

（相互保有株式） 　 　 　 　 　

山九重機工㈱
川崎市川崎区日の出
１－４－８

1,836,000 ― 1,836,0000.56

計 ― 16,714,000 ― 16,714,0005.12

(注)　株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が2,000株（議決権２個）あります。

なお、当該株式は、上記「発行済株式」の「完全議決権株式（その他）」欄に含めております。
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２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
４月 ５月 ６月

最高(円) 317 344 394

最低(円) 255 282 336

(注)　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものであります。　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありませ

ん。
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第５ 【経理の状況】

１　四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第１四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年６月30日まで)は、改正前の四半期連結

財務諸表規則に基づき、当第１四半期連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び当

第１四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日までに)は、改正後の四半期連結財務諸

表規則に基づいて作成しております。

　

２　監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第１四半期連結累計期間（平成20年４月

１日から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表については、監査法人トーマツにより四半期

レビューを受け、当第１四半期連結会計期間(平成21年４月１日から平成21年６月30日まで)及び当第１四

半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表について

は、有限責任監査法人トーマツにより四半期レビューを受けております。

　なお、従来から当社が監査証明を受けている監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年

７月１日をもって有限責任監査法人トーマツとなりました。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：百万円)

当第１四半期
連結会計期間末

(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 18,856 20,049

受取手形及び売掛金 76,517 87,365

有価証券 1,298 1,158

未成作業支出金 32,122 23,060

その他のたな卸資産 ※１
 1,253

※１
 1,200

その他 13,814 10,579

貸倒引当金 △161 △189

流動資産合計 143,701 143,224

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 37,203 37,569

土地 47,314 47,274

その他（純額） 25,440 24,945

有形固定資産合計 ※２
 109,958

※２
 109,790

無形固定資産 4,737 4,617

投資その他の資産

投資有価証券 17,660 14,700

その他 27,452 28,081

貸倒引当金 △1,413 △1,405

投資その他の資産合計 43,699 41,375

固定資産合計 158,394 155,783

資産合計 302,096 299,007
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(単位：百万円)

当第１四半期
連結会計期間末

(平成21年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 54,390 54,319

短期借入金 26,661 34,560

コマーシャル・ペーパー 15,000 －

未払法人税等 2,206 5,088

未成作業受入金 6,967 2,810

その他 18,669 24,632

流動負債合計 123,895 121,411

固定負債

長期借入金 31,006 32,248

退職給付引当金 40,271 40,810

負ののれん 114 124

その他 15,020 14,837

固定負債合計 86,412 88,020

負債合計 210,307 209,431

純資産の部

株主資本

資本金 28,619 28,619

資本剰余金 11,943 11,943

利益剰余金 58,999 59,702

自己株式 △5,641 △5,636

株主資本合計 93,920 94,629

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 3,268 1,263

繰延ヘッジ損益 △355 △302

土地再評価差額金 △2,440 △2,440

為替換算調整勘定 △4,478 △5,306

評価・換算差額等合計 △4,005 △6,786

少数株主持分 1,873 1,731

純資産合計 91,788 89,575

負債純資産合計 302,096 299,007
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(2)【四半期連結損益計算書】
　　 【第１四半期連結累計期間】

(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

売上高 92,277 82,190

売上原価 84,028 75,804

売上総利益 8,248 6,386

販売費及び一般管理費

人件費 1,677

賞与引当金繰入額 107

役員賞与引当金繰入額 43

退職給付引当金繰入額 44

役員退職慰労引当金繰入額 9

減価償却費 187

貸倒引当金繰入額 13

その他 785

販売費及び一般管理費合計 2,868 ※１
 2,739

営業利益 5,380 3,646

営業外収益

受取利息 109 103

受取配当金 279 240

その他 447 281

営業外収益合計 836 625

営業外費用

支払利息 310 316

投資有価証券評価損 152 －

その他 205 244

営業外費用合計 667 560

経常利益 5,549 3,711

特別利益

助成金収入 － 332

特別利益合計 － 332

税金等調整前四半期純利益 5,549 4,043

法人税等 2,616 1,905

少数株主利益 22 39

四半期純利益 2,910 2,099
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
(単位：百万円)

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 5,549 4,043

減価償却費 2,509 2,557

受取利息及び受取配当金 △389 △343

支払利息 310 316

売上債権の増減額（△は増加） 6,721 11,139

未成作業受入金の増減額（△は減少） 1,691 4,133

仕入債務の増減額（△は減少） 4,741 △107

未成作業支出金の増減額（△は増加） △16,435 △9,058

その他 △8,603 △9,523

小計 △3,903 3,157

利息及び配当金の受取額 486 364

利息の支払額 △268 △295

法人税等の支払額 △3,298 △4,916

営業活動によるキャッシュ・フロー △6,984 △1,690

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △3,934 △1,430

無形固定資産の取得による支出 △171 △379

その他 66 △134

投資活動によるキャッシュ・フロー △4,038 △1,945

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入れによる収入 32,011 23,207

短期借入金の返済による支出 △30,944 △30,872

長期借入金の返済による支出 △1,625 △1,535

コマーシャル・ペーパーの増減額（△は減少） 13,000 15,000

配当金の支払額 △2,882 △2,802

その他 △922 △946

財務活動によるキャッシュ・フロー 8,635 2,050

現金及び現金同等物に係る換算差額 △801 391

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △3,189 △1,193

現金及び現金同等物の期首残高 21,907 20,047

連結の範囲の変更に伴う現金及び現金同等物の増減
額（△は減少）

106 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※１
 18,824

※１
 18,854
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　

当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日  至　平成21年６月30日)

１．会計処理基準

に関する事項の変

更

(1) 工事契約に関する会計基準の適用

請負工事に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりました

が、「工事契約に関する会計基準」（企業会計基準第15号　平成19年12月27日）及び「工

事契約に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第18号　平成19年12月27

日）を当第１四半期連結会計期間より適用し、当第１四半期連結会計期間に着手した工事

契約から、当第１四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められ

る工事については工事進行基準（工事の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の工事

については工事完成基準を適用しております。

　これにより、売上高は5,235百万円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純

利益は、それぞれ772百万円増加しております。

　なお、セグメントに与える影響は、当該箇所に記載しております。

　

【表示方法の変更】

当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

(四半期連結損益計算書関係)

１.「販売費及び一般管理費」

前第１四半期連結累計期間において、販売費及び一般管理費は主要な費目に分類した上で区分掲記しておりま

したが、当第１四半期連結累計期間より販売費及び一般管理費の科目に一括して掲記し、主要な費目及びその金額

を注記に記載しております。

 

２.「営業外費用」

前第１四半期連結累計期間において、営業外費用に区分掲記しておりました「投資有価証券評価損」(当第１四

半期連結累計期間は２百万円)は、営業外費用の総額の100分の20以下になったため、当第１四半期連結累計期間に

おいて、営業外費用の「その他」に含めて表示しております。
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【簡便な会計処理】

　

当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日  至　平成21年６月30日)

１．固定資産の減

価償却費の算定方

法

定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分し

て算定する方法によっております。

２．法人税等並び

に繰延税金資産及

び繰延税金負債の

算定方法

 

法人税等の納付税額の算定に関しては、加味する加減算項目や税額控除項目を重要なもの

に限定する方法によっております。

繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経営環境等、かつ、

一時差異等の発生状況に著しい変化がないと認められるので、前連結会計年度において使用

した将来の業績予測やタックス・プランニングを利用する方法によっております。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

　

当第１四半期連結会計期間
(自　平成21年４月１日  至　平成21年６月30日)

１. 税金費用の計

算

 

 

税金費用については、当第１四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税金等調整前当期

純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税金等調整前四半期純利益

に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　なお、法人税等調整額は法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

１．※１　その他のたな卸資産 １．※１　その他のたな卸資産

販売用不動産 　 87百万円

貯蔵品 　 1,166百万円
　

販売用不動産 　 87百万円

貯蔵品 　 1,113百万円
　

２. ※２　有形固定資産の減価償却累計額 ２. ※２　有形固定資産の減価償却累計額

　　　　　　　　　　　　　　　　　 113,886 百万円 　　　　　　　　　　　　　　　　　 111,877 百万円

３. 保証債務 ３. 保証債務

　　次の会社の銀行借入金等について保証を行っており

ます。

　　次の会社の銀行借入金等について保証を行っており

ます。

㈱ワールド流通センター 　 863百万円

従業員(住宅貸付) 　 710　

小倉国際流通センター㈱ 　 408　

夢洲コンテナターミナル㈱ 　 357　

青海流通センター㈱ 　 163　

大阪港総合流通センター㈱ 　 162　

上海経貿山九儲運有限公司 　 537　

その他(６社) 　 187　

計 　 3,390百万円

 

　　小倉国際流通センター㈱への保証408百万円について

は、その60％を鶴丸海運㈱および山田港運倉庫㈱が保

証しているため、実質の保証額は40％相当額の163百

万円であります。

㈱ワールド流通センター 　 890百万円

従業員(住宅貸付) 　 738　

小倉国際流通センター㈱ 　 421　

夢洲コンテナターミナル㈱ 　 347　

大阪港総合流通センター㈱ 　 166　

青海流通センター㈱ 　 166　

上海経貿山九儲運有限公司 　 548　

深?深九国際物流有限公司 　 190　

その他(７社) 　 200　

計 　 3,669百万円

　　小倉国際流通センター㈱への保証421百万円について

は、その60％を鶴丸海運㈱および山田港運倉庫㈱が保

証しているため、実質の保証額は40％相当額の168百

万円であります。

　　また、深?深九国際物流有限公司への保証190百万円

については、深?市貨運中心が出資比率に応じ、当社

保証額の51％（96百万円）を保証しているため、実質

の保証額は49％相当額の93百万円であります。

　

(四半期連結損益計算書関係)

第１四半期連結累計期間

　
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

　 ※１　販売費及び一般管理費の主なもの

人件費 1,639百万円

賞与引当金繰入額 65  〃

退職給付引当金繰入額 39  〃

減価償却費 209  〃
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日 至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日 至　平成21年６月30日)

１. ※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期

連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関

係

 

現金及び預金 18,827百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △　　2　〃

現金及び現金同等物 18,824百万円
 

１. ※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期

連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関

係

 

現金及び預金 18,856百万円

預入期間が３か月超の定期預金 △　　2　〃

現金及び現金同等物 18,854百万円

　

(株主資本等関係)

当第１四半期連結会計期間末(平成21年６月30日）及び当第１四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日

　至　平成21年６月30日）

１　発行済株式に関する事項

　

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 326,078,030

　

２　自己株式に関する事項

　

株式の種類
当第１四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 15,501,617

　

３　新株予約権等に関する事項

該当事項はありません。

　

４　配当に関する事項

(1) 配当金支払額

　

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(百万円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成21年６月26日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 2,800 9.0平成21年３月31日 平成21年６月29日

　

(2) 基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連　

　　結会計期間末後となるもの　

該当事項はありません。

　

５　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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(セグメント情報)

　【事業の種類別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

　

　
物流事業
(百万円)

機工事業
(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する
      売上高

59,777 28,241 4,259 92,277 ― 92,277

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

1,436 993 1,261 3,691 (3,691) ―

計 61,214 29,234 5,520 95,969(3,691)92,277

営業利益 2,365 2,719 233 5,318 61 5,380

(注) １． 事業種別は、内部管理上採用している区分によっております。

２． 各事業の主要な内容

(1) 物流事業

港湾運送、海上運送、倉庫、一般貨物自動車運送、輸出入、工場内運搬作業　他

(2) 機工事業

工場設備工事・メンテナンス、重量物運搬据付、一般産業機械製作、設備土建　他

(3) その他事業

情報システム、人材派遣、機材賃貸、土建・建築工事　他

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

　

　
物流事業
(百万円)

機工事業
(百万円)

その他事業
(百万円)

計
(百万円)

消去又は全社
(百万円)

連結
(百万円)

売上高 　 　 　 　 　 　

　(1) 外部顧客に対する
      売上高

43,741 34,301 4,146 82,190 ― 82,190

　(2) セグメント間の内部
　　　売上高又は振替高

1,758 1,035 1,585 4,379 (4,379) ―

計 45,500 35,337 5,732 86,569(4,379)82,190

営業利益 254 3,388 40 3,683 （36） 3,646

(注) １． 事業種別は、内部管理上採用している区分によっております。

２． 各事業の主要な内容

(1) 物流事業

港湾運送、海上運送、倉庫、一般貨物自動車運送、輸出入、工場内運搬作業　他

(2) 機工事業

工場設備工事・メンテナンス、重量物運搬据付、一般産業機械製作、設備土建　他

(3) その他事業

情報システム、人材派遣、機材賃貸、土建・建築工事　他

３．「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載のとおり、請負工事に係る収益

の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に関する会計基準」(企業会

計基準第15号　平成19年12月27日)及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第

18号　平成19年12月27日)を当第１四半期連結会計期間より適用し、当第１四半期連結会計期間に着手した工

事契約から、当第１四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が認められる工事について

は工事進行基準(工事の進捗率の見積りは原価比例法)を、その他の工事については工事完成基準を適用して

おります。

　これにより、機工事業では売上高5,091百万円及び営業利益773百万円がそれぞれ増加し、その他事業では売

上高が143百万円増加し、営業利益に与える影響は軽微であります。
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　なお、物流事業では売上高及び営業利益に与える影響はありません。

　

　【所在地別セグメント情報】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情

報の記載を省略しております。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が90％を超えているため、所在地別セグメント情

報の記載を省略しております。

　

　【海外売上高】

前第１四半期連結累計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。
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(１株当たり情報)

１　１株当たり純資産額

　

当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

289.51円 282.83円

(注)　１株当たり純資産額の算定上の基礎

　

項目
当第１四半期連結会計期間末
(平成21年６月30日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(百万円) 91,788 89,575

普通株式に係る純資産額(百万円) 89,915 87,843

差額の主な内訳(百万円)
1,873 1,731

　少数株主持分

普通株式の発行済株式数(千株) 326,078 326,078

普通株式の自己株式数(千株) 15,501 15,484

１株当たり純資産額の算定に用いら
れた普通株式の数(千株)

310,576 310,593

　

２　１株当たり四半期純利益

　第１四半期連結累計期間

　

前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日  至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日  至　平成21年６月30日)

１株当たり四半期純利益 9.11円 １株当たり四半期純利益 6.76円

(注)　１. 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

    　２. １株当たり四半期純利益の算定上の基礎

　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成20年４月１日
至　平成20年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
至　平成21年６月30日)

四半期純利益(百万円) 2,910 2,099

普通株式に係る四半期純利益(百万円) 2,910 2,099

普通株主に帰属しない金額(百万円) ― ―

普通株式の期中平均株式数(千株) 319,570 310,583

　

(重要な後発事象)

前第１四半期連結会計期間(自　平成20年４月１日　至　平成20年６月30日)

会社分割（新設分割）による航空貨物事業（国際小口貨物を含む）の分社化

平成20年２月27日の日本郵政株式会社のグループ会社である郵便事業株式会社との合意に基づく共同

出資会社の設立に向けて、当社の航空貨物事業（国際小口貨物を含む。）を会社分割し、新たにＪＰサン

キュウグローバルロジスティクス株式会社（以下、「新設会社」という。）を、平成20年７月１日に設立

いたしました。

　なお、同日、新設会社の株式60％を郵便事業株式会社に譲渡いたしました。

会社分割の概要は、次のとおりであります。

１　会社分割の目的

当社は、航空貨物事業において、日本と中国・アジアを中心に展開する国際ロジスティクスサービスを、

国際小口貨物から一般航空貨物まで幅広くサービスを提供するために、機動的な事業戦略展開を目的とし

て分社を行い、同部門を新設会社に承継いたしました。
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２　会社分割の要旨

(1) 分割の日程

分割日（効力発生日）　　平成20年７月１日

新設会社設立登記日　　　平成20年７月１日

　

(2) 分割方式

当社を分割会社とし、新設会社を承継会社とする簡易分割による新設分割であります。

　

３　分割した事業の概要

(1) 分割した事業の内容

航空貨物事業（国際小口貨物を含む。）

　

(2) 分割した資産、負債の項目および金額

平成20年６月30日現在

資産 負債

項目 帳簿価格（百万円） 項目 帳簿価格（百万円）

流動資産 2,240 流動負債 941

固定資産 46 固定負債 2

合計 2,286 合計 943
　

　

４　新設会社の状況

(1) 商号　　　　　　　　　　ＪＰサンキュウグローバルロジスティクス株式会社

(2) 事業内容　　　　　　　　航空貨物事業（国際小口貨物を含む。）

(3) 設立年月日　　　　　　　平成20年７月１日

(4) 本店所在地　　　　　　　東京都中央区勝どき六丁目５番23号

(5) 代表者の役職・氏名　　　代表取締役社長　奥田 雅彦

(6) 資本金　　　　　　　　　300百万円

(7) 発行済株式数　　　　　　10,000株

(8) 決算期　　　　　　　　　３月31日

(9) 大株主及び持分比率　　　郵便事業株式会社 60％、山九株式会社 40%

　　　　　　　　　　　　　　（平成20年７月１日設立後の持分比率を記載しております。）

(10) 従業員数 　　　　　　　124名

　

当第１四半期連結会計期間(自　平成21年４月１日　至　平成21年６月30日)

該当事項はありません。

　

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

平成20年８月８日

山九株式会社

取締役会　御中

　

監査法人トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　福　　岡　　典　　昭　　㊞

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士　　増　　村　　正　　之　　㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている山九

株式会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結累計期間（平成20

年４月１日から平成20年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、山九株式会社及び連結子会社の平成20年６月

30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
※１. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　２. 四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　

平成21年８月10日

山九株式会社

取締役会　御中

　

　

　　　　　　　　　　　　　　　　有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　福　　岡　　典　　昭　　㊞

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士　　増　　村　　正　　之　　㊞

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている山九

株式会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成21

年４月１日から平成21年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年６月

30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期

連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経

営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、山九株式会社及び連結子会社の平成21年６月

30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フ

ローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　
 
※１. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　２. 四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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